
まちの話題
　

ミ
ン
ク
ス
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
（
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

鳥
取
県
ト
ヨ
タ
販
売
店
グ

ル
ー
プ
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

株
式
会
社
主
催
）
が
、
６

月
29
日
、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
音
楽
を
通

じ
て
地
域
文
化
の
振
興

を
図
ろ
う
と
、
１
９
８
１

年
か
ら
全
国
で
開
か
れ

て
い
る
も
の
。
日
野
町

で
は
、
町
制
60
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演

奏
を
聞
く
初
め
て
の
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
、
知
的
障
が
い
の

あ
る
人
が
参
加
す
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
の
日
本
ド
リ
ー
ム
サ

ポ
ー
タ
ー
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
タ
ー
の
小
塚
崇
彦

さ
ん
、
米
子
市
在
住
で

水
泳
選
手
の
手
島

阿
友
美
さ
ん
も
参

加
。
小
塚
さ
ん
は
、

会
場
か
ら
選
ば
れ

た
小
中
学
生
3
人

と
と
も
に
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮

を
体
験
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
作
曲
の
交
響
曲

第
6
番
「
田
園
」

（
第
1
楽
章
）
や
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

曲
の
ア
イ
ネ
・
ク

ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト

ム
ジ
ー
ク
（
第
1
楽
章
）

な
ど
を
演
奏
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
奏
で
る
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
に
来
場
者
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
町
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
出
演
者
や
町
内
の

合
唱
グ
ル
ー
プ
が
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
生
演
奏
で
、
町

民
歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」

を
大
合
唱
。
町
制
60
周
年

を
彩
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
と
感
動
に
包
ま
れ
る

町
制
60
周
年
記
念
「
ミ
ン
ク
ス
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
コ
ン
サ
ー
ト

所狭しと並べられた
作品に魅入る来場者

　

日
野
町
内
で
活
躍
す
る
文
化
団

体
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
第

16
回
日
野
町
文
化
展
（
日
野
町
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
、

6
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日

間
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
活
躍
す
る
団
体
や
個
人

が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
同
展
。

会
場
に
は
、
見
事
な
墨
彩
画
や
書

の
ほ
か
、
写
真
、
絵
画
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
石
こ
け
し
な
ど
の
力
作
・

大
作
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

名
作
・
力
作
の
数
々
に
感
嘆
の
声

第
16
回
日
野
町
文
化
展

カメラ越しに写ったホタルが魅せる光の軌跡
　

6
月
14
日
、
町
公
民
館
主
催
の
ホ
タ
ル

観
察
会
と
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

日
野
川
沿
い
の
河
川
敷
に
は
、
ピ
ー
ク

時
に
は
多
い
と
こ
ろ
で
千
匹
を
超
え
る
無

数
の
ホ
タ
ル
が
幻
想
的
な
世
界
を
つ
く
り

出
し
ま
す
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
約
40
人
が
参
加
。
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
か
ら
河
川
敷
ま
で
を
歩
き
、

ホ
タ
ル
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
ホ
タ
ル
の
生

育
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
も
の

の
、
こ
の
日
は
数
百
匹
の
ホ
タ
ル
が
お
出

迎
え
。
参
加
者
は
、
そ
の
幻
想
的
な
光
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

無
数
の
ホ
タ
ル
が
お
出
迎
え

ホ
タ
ル
観
察
会
と
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

オーケストラに欠か
せない楽器の紹介も

プロの指揮者から
学ぶ指揮のコツ

クラシックの名曲の
数々が会場に響き渡る
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▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

奥日野★星空プロジェクト

会場：滝
た き さ ん

山公園 駐車場（日野町中菅 464-9）    
講師：仲 田 和 夫さん（大東星クラブ）
雨天決行★参加無料
※雨天時は公園内東屋で星の解説を行います。
※双眼鏡をお持ちの方は持参ください。
※小学生の方は、保護者同伴で参加ください。
※観察時間や天候条件等により、星空が見えないこともあります。

見
上
げ
れ
ば
、
奥
日
野
の
宙そ

ら

に
星
の
海
。

主催：奥日野★星空プロジェクト日野町実行委員会　共催：ひの郷会
問合せ：実行委員会事務局（電話 0859-72-2101：日野町産業振興課）

来場者には
「滝山公園で撮った天体缶バッジ」

をプレゼント！
写真 : 滝山公園から見た天の川

７28
20:00
～ 21:00

(SUN)

※予備日：29日 ( 月 )

(受付19:30～）

星空観望会

　

7
月
7
日
、
金
持
テ

ラ
ス
ひ
の
で
、「
海う

み
せ
ん鮮
・

山や
ま
せ
ん鮮　

ま
げ
な
も
ん
祭
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未さ

き

も

来
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
、
日

野
町
協
賛
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
生
産
し
た
海

藻
肥
料
を
使
っ
た
コ
シ

ヒ
カ
リ
が
作
ら
れ
て
お

り
、〝
海
藻
米
〟
の
名
称

で
、
町
と
境
港
市
の
学

校
給
食
で
も
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
町

と
市
の
関
係
を
さ
ら
に

深
め
よ
う
と
、
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
町
が
初
め

て
企
画
し
た
も
の
。
境

港
直
送
の
鮮
魚
や
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
エ
ゴ
マ
油

な
ど
の
特
産
品
、
と
れ

た
て
野
菜
な
ど
を
販
売
。

町
内
外
か
ら
８
０
０
人

を
超
え
る
人
が
詰
め
か

け
、
鮮
魚
や
野
菜
な
ど

を
求
め
て
長
い
行
列
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ニ
汁
も
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
、
来
場
者
は
香

り
豊
か
な
日
本
海
の
味

覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

日
野
と
境
港
の
関
係

は
、
た
た
ら
製
鉄
で
生

産
さ
れ
た
鉄
を
境
港
か

ら
出
荷
し
た
な
ど
、
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

5
月
に
は
、
境
港
市
な

ど
か
ら
親
子
を
招
い
て

町
内
で
海
藻
米
を
植
え

る
交
流
会
も
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
町

と
市
の
つ
な
が
り
が
よ

り
深
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

空気が澄み、
夜間の光が少

ない「奥日野
」は

天体観測に最
適！

大型の天体望
遠鏡で、

木星や土星の
環などを間近

に観察。

ごろんと寝転
べば、手が届

きそうな満天
の星空。

双眼鏡で夏の
星座をじっく

り眺めてみよ
う。
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山
あ
い
に
磯
の
香
り
。
山
と
海
の
交
流
深
め
る

日
野
で
「
ま
げ
な
も
ん
祭
」
開
催

１

２

３ ４

１）行列ができるほど
の大盛況　２）来場者
に大人気だったカニ汁
３）エゴマなど特産品のア
ピールの場にも　４）多く
の人でにぎわうテラス内


